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着衣着火とは、何らかの火源により身に着けている衣類に着火した火災
のことをいいます。
寒くなる季節は、長袖や防寒服を着用することが増えるため、料理中の
こんろの火が袖口に燃え移るなどの危険性が高まります。

イラスト出典：消費者庁ウェブサイト、画像出典：ＮＩＴＥ（独立行政法人製品評価技術基盤機構）ウェブサイト

過去５年間で発生した
着衣着火の火災は６０件！
（死者４名、負傷者５７名）

火を扱う際は、スカーフなどを身につけないでください。また、袖口や裾が
広がった衣服で調理しないようにしましょう。防炎のエプロンも効果的です。

服装に注意しましょう

火や熱源に近づきすぎないようにしましょう
こんろで調理中に、調味料を取ろうとして手を伸ばしたり、かがんだり、背
を向けたりすると、気がつかないうちに衣服が火に近づき、着火する可能性
があります。

こんろは、火力の調節とこまめな消火を
こんろで調理する際は、炎が鍋底からはみ出さないように注意しましょう。
また、「ながら掃除」などはせず、火の近くで作業をする時は、一度火を消
しましょう。

着衣着火を防ぐポイント

川崎市内の火災事例
事例①

やかんでお湯を沸かそうとしてガスこんろに点火した
ところ、身に着けていたストールに着火！

事例②

強火で妙め物をしていた際、ガスこんろの右奥に置い
ていた調味料を取ろうと手を伸ばしたところ、衣服の
左脇部分に着火！

事例③

仏壇に手を伸ばしたところ、ろうそくの火にシャツが
触れて着火！

事例④

ガス溶断機で溶断作業をしている際に、火花が飛び散
り、作業着に着火！

着衣着火発生状況（火災原因別）
川崎市内・過去５年間（Ｈ30年～Ｒ4年）

https://www.nite.go.jp/jiko/chuikanki/
poster/sonota/03120101.html

出典：ＮＩＴＥ（独立行政法人製品評価技術基盤機構）

再現実験映像
はこちらから
御覧ください。

着衣着火のうち、
約６割がこんろ火災に
起因して発生しています！
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